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今
年
も
、
七
月
十
六
日
、

十
七
日
の
両
日
、
第
四
十
五

回
「
み
ち
の
く
緑
蔭
禅
の
つ

ど
い
」
を
、
盛
岡
市
　
報
恩

寺
様
を
会
場
に
開
催
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
参
加
申
込
者
数
二
十
∵
名
、

六
十
名
を
越
え
る
会
員
諸
師

の
御
随
喜
を
頂
き
ま
し
た
。

　
講
師
陣
と
し
て
は
、
昨
年

か
ら
の
関
連
も
有
り
、
今
回

も
守
林
寺
御
住
職
　
松
森
弘

隆
老
師
、
高
金
寺
御
伴
職

人
松
博
典
老
師
の
、
お
二
方

か
ら
御
法
話
を
頂
戴
し
大
変

好
評
で
有
り
ま
し
た
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
「
み
ち

の
く
緑
蔭
禅
の
つ
ど
い
」
は
、

岩
手
県
曹
洞
宗
青
年
会
が
正

式
に
発
会
す
る
十
年
以
上
前

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
、
青

年
会
活
動
の
根
幹
を
な
す
事

業
で
有
り
ま
す
。

　
「
禅
」
に
対
す
る
興
味
や
、

体
験
を
し
た
い
と
い
う
思
い

は
、
巷
間
、
多
く
の
方
々
に
潜

在
し
て
い
ま
す
。

　
緑
蔭
禅
は
、
会
場
と
参
禅
者
、

随
喜
寺
院
の
三
者
が
揃
わ
な
け

れ
ば
出
来
な
い
事
業
で
す
。

　
今
回
は
、
前
年
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
事
前
調
査
も
参
考

に
し
、
試
験
的
に
平
目
開
催
と

致
し
ま
し
た
。

　
予
想
の
範
囲
で
は
有
り
ま
し

た
が
、
参
禅
者
の
減
少
、
随
喜

御
寺
院
の
増
加
と
い
う
結
果
で

し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
結
果
も
踏
ま

え
、
参
禅
者
の
事
を
第
一
義
に

考
え
乍
ら
、
参
禅
募
集
の
方
法
、

参
加
対
象
者
の
範
囲
、
内
容
の

検
討
、
会
場
、
随
喜
御
寺
院
の

都
合
の
良
い
期
日
、
県
内
の
各

行
事
と
の
間
連
な
ど
多
角
的
に

検
討
し
、
よ
り
良
い
緑
蔭
禅
の

開
催
の
方
向
性
を
模
索
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
今
回
も
会
場

を
快
く
、
ご
提
供
頂
き
ま
し
た
、

報
恩
寺
様
を
は
じ
め
、
駐
車
場

を
お
貸
し
下
さ
い
ま
し
た
、
龍

谷
寺
様
、
正
博
寺
様
に
対
し
ま

し
て
、
岩
曹
青
会
員
一
同
こ
こ

ろ
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
に
取
り
ま
し
て
は
、
正
会

員
と
し
て
は
最
後
の
緑
蔭
禅
と

な
り
ま
し
た
。

　
前
日
よ
り
準
備
頂
き
ま
し
た
、

東
根
寺
様
を
は
じ
め
と
す
る
典

座
関
係
の
皆
様
、
研
修
部
の
皆

様
、
渉
外
係
、
執
行
部
の
皆
様
、

さ
ら
に
、
御
法
務
ご
多
端
の
析
、

御
随
喜
頂
き
ま
し
た
多
く
の
会

員
皆
々
様
に
は
、
各
部
署
に
て

暑
い
中
、
真
摯
に
お
勤
め
頂
き

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

みちのく曹洞宗の古剃
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緑
蔭
禅
か
坏
え
て

　
　
　
香
藤
　
ツ
ヤ

　
伝
統
あ
る
、
み
ち
の
く
緑
蔭

禅
に
さ
い
し
て
、
年
老
い
た
自

分
で
は
何
か
問
題
が
あ
っ
て
は

と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨

年
よ
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
も
と
、
自
分
か

健
康
で
あ
る
事
、
生
か
さ
れ
て

い
る
の
だ
な
と
い
う
事
に
感
謝

し
つ
つ
、
心
の
準
備
を
し
て
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
到
着
し
て
報
恩
寺
掻

の
石
畳
を
歩
き
な
が
ら
、
山
門

に
挨
拶
を
し
、
六
地
蔵
や
観
音

様
、
地
蔵
様
、
羅
炭
掻
に
今
年

も
緑
蔭
禅
に
来
る
こ
と
が
出
来

た
事
へ
の
感
謝
を
申
し
上
げ
て

受
付
に
参
り
ま
し
た
。
参
加
受

付
に
お
い
て
、
説
明
を
い
た
だ

い
た
後
、
一
層
の
緊
張
感
の
中
、

薄
暗
い
本
堂
が
こ
れ
か
ら
の
厳

し
さ
を
予
感
さ
せ
ま
し
た
。

　
開
講
式
に
て
、
鐘
や
木
魚
の

音
、
お
坊
様
の
お
経
を
お
唱
え

す
る
声
が
本
堂
に
響
き
渡
る
と
、

仏
縁
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
自

然
と
涙
が
な
が
れ
、
な
ん
と
表

現
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
、

不
思
議
な
気
分
を
味
わ
い
ま
し

た　
坐
禅
堂
に
入
り
、
誰
も
が
沈

黙
を
守
る
堂
内
の
静
け
さ
の
中
、

ま
る
で
今
日
こ
の
日
を
待
っ
て

い
た
か
の
よ
う
に
鳴
く
蝉
の
声

が
印
象
的
で
、
静
か
な
堂
内
に

今
年
初
め
て
の
蝉
の
声
が
染
み

わ
た
り
、
平
和
で
あ
る
こ
と
や
、

御
先
組
様
へ
の
感
謝
の
心
が

次
々
と
湧
き
あ
が
り
、
込
み
上

げ
る
感
動
と
有
り
難
さ
に
、
心

を
静
め
る
の
を
大
変
苦
心
い
た

し
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
薬
石
、
翌
日
の
小

食
、
こ
の
時
間
は
私
に
と
っ
て

は
何
よ
り
の
楽
し
み
で
し
た
。

仏
の
教
え
が
自
分
の
身
に
備
わ

る
と
い
う
こ
と
は
、
食
事
の
作

法
が
身
に
備
わ
る
と
い
う
こ
と

な
の
だ
と
い
う
和
尚
様
の
言
葉

を
噛
み
締
め
、
日
常
の
反
省
を

感
じ
た
の
で
し
た
。
手
間
を
掛

け
た
鮮
や
か
な
御
馳
走
、
噛
む

ほ
ど
に
口
に
広
が
る
味
、
自
然

の
風
味
が
生
か
さ
れ
た
美
味
し

い
料
理
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
参
加
で
き
て
良
か
っ

た
と
た
だ
一
言
。

　
ま
た
、
御
法
話
に
お
い
て
は
、

行
事
に
精
を
出
し
、
お
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
で
、
自
己
を
捨

て
る
感
謝
の
生
活
を
学
び
、
写

経
に
お
い
て
も
精
い
っ
ぱ
い
書

き
無
事
順
調
に
終
わ
ら
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
閉
講
武
に
て
、
参
禅
者
の
無

事
や
、
報
恩
寺
さ
ま
へ
の
感
謝

を
申
し
上
げ
、
遠
方
の
同
志
と

来
年
の
再
会
に
手
を
と
り
元
気

で
と
別
れ
、
静
け
さ
の
中
、
緑

　
一
色
の
境
内
を
満
喫
し
な
が
ら
、

緑
蔭
禅
も
無
事
終
了
し
た
の
で

し
た
。

　
　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
参

　
禅
者
の
皆
様
と
の
来
年
の
再
会

　
を
念
じ
、
ま
た
、
御
指
導
い
た

　
だ
い
た
和
尚
様
へ
の
感
謝
を
申

　
し
上
げ
ま
す
。

　
　
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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※
尚
、
八
月
二
十
一
日
発
行
児

’
岩
手
日
報
に
お
き
ま
し
て
、
柏
・

乙
戊
氏
（
盛
岡
市
）
に
よ
る
「
み
Ｉ

’
ち
の
く
緑
蔭
禅
の
つ
ど
い
」
参
一

ｊ
‥
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感
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霧
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の
様
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紹
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お
り
一
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・
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豪
雨
被
害
」

社
会
福
祉
法
人

　
　
兵
庫
県
共
同
募
金
会

　
　
　
金
　
　
　
三
万
円

社
会
福
祉
法
人

　
　
岡
山
県
共
同
募
金
会

　
　
　
金
　
　
　
三
万
円

ま
し
た
。

　
災
害
の
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

「
九
州
・
中
国
集
中
豪
雨
」

　
山
口
県
　
曹
洞
宗
青
年
会

　
　
　
　
金
　
　
　
五
万
円

「
台
風
九
号
に
伴
う

－S∂－5533

北上・江刺・水沢

　葬祭センター

孝騨晟

｡謳ぢんぶ。

葬儀､御法事､仏壇､仏具の御相談は

アーバンメモリアルホール

　　　　　　　　　　　大船渡

　岩手県大船渡市大船渡町字地ﾉ森35-17
T E L　0192－26－4600

F A X　0192－26－5389

釜石セレモニーサービスセンター

有限会社 三浦葬儀社
仏壇･仏具･生花･盛篭

　　釜石店　釜石市松原町３丁目３番10号

　　　　　　電話0193－22－3660㈹

　　　　　　FAX　0193－22－3667番

兆ji･斡養,４お11
UUi

。

(岩手県優良石材店)
-･（

徽々末概材
奥州市水沢区水沢工業団地内(旧火葬場通り)

TEL水沢(24)1333･夜間水沢(23)4555



へ茅成21年度第一回教養セミナ
　
九
月
一
目
、
盛
岡
市
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
カ
リ
ー
ナ
に

於
き
ま
し
て
、
平
成
二
十

一
年
度
第
一
回
教
養
セ
ミ

ナ
ー
と
し
て
、
臨
床
心
理

士
で
あ
り
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
で
も
あ
る
菅
原
憲
先

生
を
お
迎
え
し
て
の
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
会
員
四
十
名
の

参
加
の
も
と
、
菅
原
先
生

の
二
十
四
年
間
に
わ
た
る

病
院
の
精
神
科
へ
の
勤
務

や
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
御
自
身
の
開
設
し

た
「
心
理
臨
床
す
が
わ
ら
」

で
の
経
験
を
通
し
て
、
心

の
自
分
と
い
う
役
割
を
作
る

と
い
う
事
の
大
切
さ
を
熱
弁

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

心
の
問
題
を
抱
え
る
現
代
に

お
い
て
、
我
々
宗
門
の
僧
侶

と
し
て
何
か
出
来
る
の
か
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
ホ
テ
ル
に
お

き
ま
し
て
緑
蔭
禅
反
省
会
を

行
い
、
七
月
に
行
わ
れ
た
み

ち
の
く
緑
蔭
禅
の
つ
ど
い
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
　
｛
ヅ

為
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
質
疑
応

答
を
交
え
た
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
七

　
医
師
と
し
て
の
治
療
と
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の

治
療
の
違
い
を
あ
げ
、

我
々
宗
教
者
と
し
て
の
立

場
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し

て
の
有
り
方
に
近
い
と
し

て
、
心
の
問
題
に
対
す
る

援
助
と
は
相
手
の
立
場
に

立
ち
、
そ
の
痛
み
を
分
か

ち
合
い
、
相
手
に
対
し
て

姫
神
ス
タ
ジ
オ

ー
　
　
訪
問

　
去
る
七
月
二
十
四
目
、
姫

神
「
田
瀬
湖
畔
ス
タ
ジ
オ
」

を
、
当
青
年
会
会
長
を
は
じ

め
と
し
て
、
当
会
会
員
四
名

で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
姫
神
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
『
般
若
心
経
』

の
制
作
協
力
と
し
て
伺
っ
た

も
の
で
、
当
日
は
星
氏
立
ち

会
い
の
も
と
、
ス
タ
ジ
オ
内

に
お
い
て
、
般
若
心
経
の
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
お
こ
な
っ

て
参
り
ま
し
た
。
曲
調
と
し

ま
し
て
は
、
曼
荼
羅
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
い
う
こ

と
で
、
姫
神
特
有
の
穏
や
か

で
、
荘
厳
な
音
楽
の
中
、
般

若
心
経
が
唱
和
さ
れ
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
十
一
月
に
開
催
さ

れ
る
「
第
三
十
四
回
　
東
北

地
方
集
会
」
一
般
講
演
に
於

き
ま
し
て
も
姫
神
の
演
奏
会

が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
通

常
演
奏
の
他
、
静
か
な
効
果

音
を
取
り
入
れ
た
イ
ス
坐
禅

も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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岩手県知事登録第2-86号　ｅＪＡＴＡ協力会員

岩手県旅行業協会会員

　　　〒020-0016　盛岡市名須川町31-5
　　　　　　　TEL（019）635-0303

　　　　　　　FAX（019）635-0019



　曹洞宗青年会東北地方集会「岩手大会

」
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天藤　全孝（あまふしぜ心二う）

主な著書

大正13年福井県敦賀市に生まれる。10歳で出

家。昭和26年駒渾大学新制仏教学部仏教学科

を卒業。昭和30年４月滋賀県雲水寺に住職、

傍ら大本山永平寺に出仕し、講師を20年間つ

とめる。その間、副悦、伝述部主任、「傘松」

編集主任、単頭等をつとめる。昭和53年石川

県金沢市大乗寺講師、昭和57年永平寺東京別

院後堂、昭和61年岩手県盛岡市報恩寺に住職、

傍ら平成７年より３年間永平寺後堂をつとめ、

現在永平寺顧問。

『曹洞宗概説』、『報恩寺概史』、『道元禅師参究』、

『雪庵広縁』（熊沢泰禅全集）４巻　編著

姫神（むめｶヽ匈／星　吉紀（ａしよし１）

1978年

1986年

1994年

1998年

2004年

2008年

中村典篤（心こｶヽむらフハ.とく）

昭和17年10月福岡県若松

市（現北九州市）に生まれる。

昭和40年３月駒潭大学文学

部地歴科卒業。昭和40年12

月姫路市海久寺住職抽任。昭

和41年大本山永平寺安居，

平成５年10月大本山水平寺

侍局就任。平成20年４月大

本山永平寺乞暇。

岩手県に生まれる

姫神・初代・星吉昭が平泉・毛越寺法楽会・浄土庭園コンサート・奉納演奏の際に、演者として参加

姫神14thA］bumr東日流」に楽曲「十三の春」にて参加

姫神18thAIbumr縄文海流」に楽曲「南天の海原」「キリパスの天鮑」にて参加、日本レコード大賞･企画賞を受賞

以後、作曲、編曲、アルバム制作、コンサート制作を手掛け、部隊演奏者として参加

星吉昭の急逝により姫神を継承、姫神・二代となる

姫神通算23枚目、星吉紀・初アルバム「天：日高見乃國」をリリース

テレピ番組のテーマ曲制作、オーケストラ楽曲、合唱編曲、楽曲提供、プロデュースなど多方面の活動を展開している

岩手県平泉町観光大使、岩手県文化特使

ごあいさつ　　y;手県腎洞宗青年会会長手栗壽隆

　この度、「求道～たましいとの出l会い～」のテーマの下、曹洞京青年会東北地方集会「岩手大会」を開催する事となりました。

　混迷の世の中で、私達青年僧侶に出来る事、なすべき事は無限に有ります。東北６県の青年僧侶が一同に会し、そのたましいとの出会

いの中から、活動の本源となる発心の原点を見つめ直し、それぞれの道を求める一助となれば幸甚で有ります。

　その指針として、盛岡市報恩寺御住職　天藤全学老師を拝清し僧侶対象の講演をいただきます。また、一般講演として、兵庫県海久寺

御住職　中村典篤老師の葬講話、さらには、当県出身・在住のシンセサイザー奏者「姫神」星吉紀さんの記念演奏を企画致しました。御

講話、演奏とも、必ずや参加者皆々様のこころを、励まし力づける事と存じます。

　今大会への、多くの皆様のご参加ご来場を心よりお願い申し上げ、ご挨拶と致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　合　掌

　　　　　　　日程内容

13:00　第一部　基調講演

　　　　天藤　全孝老師

　　　　　「導く人」と「送る人」

14:40　記念式典

15:00　一般受付

16:00　第二部　記念講演

　　　　中村　典篤老師

　　　　「仏に出会う～108歳の禅師におつかえして～」

17:15　記念演奏「姫神」

18:30　終了

※予定は変更の場合もありますので､あらかじめご了承下さい

岩手県曹洞宗青年会

大会事務局：岩手県花巻市大迫町内川目48-29桂林寺内

　　　　　　　　　　　　　　電話:0198-48-2020

　　　　　岩手県曹洞宗青年会ウェブサイト

　　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.９ａｎｓｏｕｓｅｉ．ｃｏｍ
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